平成２４年度福岡アジア美術館研究者・学芸員等招聘事業　募集要項
１．目的
アジアの近代・現代美術の研究者もしくは学芸員が福岡アジア美術館に一定期間滞在し、当館の所蔵品やその作者等について、アジア各国からの国際的な視点により多角的に調査・研究する。

また、その成果を様々な形で市民や美術館と共有することで、市民のアジア美術についての理解と関心を深める。
２．主催
福岡アジア美術館
３．招聘人数 
　　１人
４．滞在期間
２０１３年１月１６日（水）から３月２６日（火）までの間の最長４２日間。具体的な滞在期間は、被招聘者の滞在プランにあわせて決定する。
５．対象となる被招聘者
① ア）、イ）のいずれかを満たし、下記の国・地域を拠点に活動する者
　　　    ア） アジアの近代・現代美術研究における実績があり、長期的な活動が期待される研究者
　　　    イ） アジアの近代・現代美術展を企画した実績があり、長期的な活躍が期待される学芸員
バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、中国、インド、インドネシア、韓国、ラオス、

マレーシア、モルジブ、モンゴル、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、台湾、タイ、ベトナム
②日本での日常生活と調査・研究が可能な程度の日本語、もしくは英語が話せる者
③日本での生活に支障のない、心身共に健康体である者
④美術関係機関、美術団体等からの推薦（別紙：推薦状一通）が得られる者
６．滞在中の主な活動内容
①調査・研究
アジア近代・現代美術等についての調査・研究等を行います。

例：　・当館の所蔵品および所蔵作家についての調査・研究
・当館の蔵書や資料を利用してのアジア近代・現代美術についての調査・研究
・当館の交流事業や教育活動等についての調査・研究

　    ②教育プログラム
市民を対象にした専門分野に関する教育プログラムを行います。
例： ワークショップ、講座、講演会、フォーラム、ギャラリートーク、大学での授業

③調査・研究成果の発表
調査・研究成果を、当館の所蔵品展やホームページ等で発表してください。　
７．当館が負担する経費 
①渡航費
居住地より最寄りの国際空港から福岡国際空港までのエコノミークラスの往復航空運賃

②宿泊費
当館が指定する宿泊施設の宿泊費 
③生活費
　　     当館が定めた額
④教育プログラム、調査・研究等にかかる経費
当館が必要と認めるアテンド・通訳料、教材費等
　　  ⑤滞在期間中における海外旅行傷害保険の加入
　　　   傷害／死亡・後遺障害時３千万円上限、治療時８百万円上限
　　　   疾病／死亡時３千万円上限、治療時８百万円上限
８．その他 
      ①家族やアシスタントの同伴は、原則として認めません。
　　　 ②滞在中の一時帰国や他国への出国は、原則として認めません。

９．応募方法
①応募用紙１～５の必要事項を日本語または英語で記入し、郵送でご応募ください。
※応募用紙１・２は、データをCD-Rに保存して同封すること。
※fax･emailでの応募は受け付けられません。
②添付資料
・過去２年以内に英語または日本語で発表した論文やエッセイのコピー、企画した展覧会のカタログ等がありましたら、お送りください。
・美術関係機関、美術団体等からの推薦状（応募用紙６）を１通添付してください。
※提出していただいた資料は返却いたしません。
１０．応募期間
２０１１年７月１日～２０１１年８月３１日必着
１１．選考方法
「福岡アジア美術館 美術作家、研究者・学芸員等招聘事業被招聘者選考委員会」において選考し、被招聘候補者を決定します。

結果は２０１２年１月末日までに当館ホームページで発表するとともに、選考された候補者につきましては、直接連絡します。
なお、被招聘候補者の選考についてのお問い合わせは、一切、お答えできません。
１２．応募書類の提出先／お問い合わせ
　 　福岡アジア美術館　学芸課交流係
　　 〒812-0027　福岡市博多区下川端町３－１　リバレインセンタービル７・８F
    URL: //faam.city.fukuoka.lg.jp/ 
    e-mail: faam_e@faam.ajibi.jp
